
水

年
の
電
気
代
や
資
材
費
の
高
騰
で
、
浄

水
場
や
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
管
路
な
ど
の

維
持
管
理
費
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、
安
全
で
持

続
的
な
上
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
水
道
管
や
下
水
道
管
の

計
画
的
な
更
新
、
施
設
の
耐
震
化
や
汚

水
処
理
設
備
の
充
実
な
ど
に
、
今
後
も

継
続
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

暮らしを支える

　蛇口をひねれば、いつでもきれいな水道水が使えること。使った水が適切に処理さ
れ、再び自然に返されること。こうした「当たり前」をこれからも守り続けるため、今、
上下水道事業は大きな転換期を迎えています。
　今回の特集では、上下水道事業の現状や課題、将来に向けた取り組みを紹介します。

問い合わせ　上下水道課

　

し
か
し
、
町
の
人
口
は
平
成
25
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
、
そ
れ
に
伴
い
給

水
人
口
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

節
水
機
器
の
普
及
な
ど
で
使
用
水
量
も

減
少
し
、
収
入
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
令
和
３
年
10
月
に
料
金
改
定
を
行
っ

た
こ
と
で
、
一
時
的
に
収
入
は
増
加
し
た

も
の
の
、
そ
の
後
は
再
び
減
少
に
転
じ

て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
減
少
傾
向
が
続

く
と
、
将
来
的
に
上
下
水
道
事
業
の
運

営
に
必
要
な
費
用
を
賄
う
こ
と
が
難
し

く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
近

　

町
の
一
般
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
か

か
る
費
用
は
、
主
に
税
金
で
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
上
下
水
道
事
業
は
、

使
用
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
水
道
料

金
や
下
水
道
使
用
料
を
主
な
財
源
と
し

て
運
営
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
水
道

水
の
使
用
量
に
応
じ
て
公
平
に
費
用
を

負
担
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
将
来
に

わ
た
っ
て
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
継
続

的
に
提
供
す
る
た
め
の
仕
組
み
で
す
。

頂
い
た
料
金
は
、
施
設
の
維
持
管
理
や

更
新
、
災
害
へ
の
備
え
な
ど
に
活
用
し
、

安
全
で
安
心
な
水
道
水
の
供
給
や
生
活

排
水
の
処
理
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

上
下
水
道
事
業
の

主
な
財
源
は
ど
こ
か
ら
？

人
口
減
で
収
入
減

物
価
高
騰
で
支
出
増

のこれから

900000

925000

950000

975000

R3 R4 R5 R6
900

925

950

975
（百万円） 上下水道料金の収入の推移

令和３年10月に料
金を改定

（年度）

440000

480000

520000

560000

上下水道の維持管理費の推移

440

480

520

560
（百万円）

R3 R4 R5 R6
（年度）

2広報おかがき　2026.7



　

町
の
施
設
・
設
備
に
お
け
る
老
朽
化

の
進
み
具
合
は
、
下
の
グ
ラ
フ
か
ら
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
数
値
が
高

い
ほ
ど
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を

表
し
、
管
路
や
施
設
の
更
新
・
改
修
を

進
め
る
こ
と
で
、
そ
の
上
昇
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、

水
道
・
下
水
道
と
も
に
老
朽
化
は
徐
々

に
進
ん
で
お
り
、
更
新
・
改
修
が
滞
る

と
数
値
が
上
昇
す
る
た
め
、
引
き
続
き

計
画
的
な
工
事
が
必
要
で
す
。

施
設
・
設
備
の
老
朽
化

　

人
口
減
少
な
ど
で
収
入
は
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
施
設
や
設
備
の
老
朽
化
は

着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

必
要
な
更
新
な
ど
が
十
分
に
進
ま
な

い
場
合
、
水
道
管
の
漏
水
や
設
備
の
機

能
低
下
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
老
朽
化
し
た
施
設
を
短
期

間
で
集
中
的
に
更
新
す
る
必
要
が
生
じ

る
と
、
将
来
的
な
費
用
負
担
が
大
き
く

な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

将
来
に
わ
た
っ
て
安
全
で
持
続
的
な

上
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
計
画
的
に
更
新
や
改
修
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
影
響

　
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
（
※
）の
影
響

で
、
一
部
の
水
源
井
戸
で
取
水
を
停
止

し
て
い
ま
す
。
水
質
を
安
全
な
状
態
に

保
つ
た
め
の
管
理
や
定
期
的
な
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
継
続
し
、
安
全
な
水
道
水
の

安
定
供
給
に
努
め
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
伴
い
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
費
や
取
水
の
不
足
分
を
補
う
受

水
費
な
ど
の
経
費
が
増
加
し
、
水
道
事

業
の
運
営
を
圧
迫
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

将
来
を
見
据
え
た

計
画
的
な
対
策
を

水を支える施設

※PFOS・PFOA：�健康への影響が懸念されている有機フッ
素化合物の一種

49

50

51

52

R3 R4 R5 R6
49

52

51

50

（％） 水道に関する施設・設備における
耐用年数に対する経過年数の割合

（年度）

30

35

40

R3 R4 R5 R6
30

40

35

（％） 下水道に関する施設・設備における
耐用年数に対する経過年数の割合

（年度）

【配水施設】
　山の高い場所にある配水池に送水ポンプで送られて
きた水をため、家庭や施設などに水を送っています。

▲高尾配水池 ▲海老津配水池

◀
浄
水
場

　浄水施設では、地下から汲み上げた水を酸化槽で消
毒したり急速ろ過機でさらに水をきれいにしたりして、
送水ポンプで配水池に水を送っています。

【浄水施設】

◀
急
速
ろ
過
機

◀
送
水
ポ
ン
プ

【下水処理施設】
　家庭や施設などから
の汚れた水をきれいに
して、川に戻します。

◀
浄
化
セ
ン
タ
ー
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◀
漏
水
し
た
水
道
管

　利用者に負担していただく水道料金で、水道事業を安定的に運営でき
る状態を維持することを基本とし、必要に応じて料金の見直しを検討し
ます。

４ 水道料金の改定を検討

　

今
後
も
安
全
で
持
続
的
な
上
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
、
令
和
７

年
10
月
に
上
下
水
道
事
業
の
経
営
戦
略
を
見
直
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
施
設
・
設

備
の
老
朽
化
や
人
口
減
少
な
ど
の
課
題
を
見
据
え
、
令
和
８
年
度
か
ら
10
年
間
の

事
業
の
方
向
性
や
必
要
な
投
資
、
財
源
の
見
直
し
な
ど
を
ま
と
め
た
計
画
で
す
。

400000

500000

600000

700000
（百万円）

400

500

600

R７ R17R16R15R14R13R12R11R10R9R8

水道事業の収入と支出の推移（見込み）

水道

１
　水道管の漏水や破損などのリスクを軽減するために、漏水箇所の早期
発見・修理に取り組みます。

トラブルに素早く対応

　新たな水源を開発し、持続可能で安定的な地下水を確保するとともに、
PFOS・PFOAの影響による取水不足への対応に努めます。

３ 新たな水源の開発

　令和 6 年に発生した能登半島地震の被害状況を踏まえ、団地造成か
ら相当の年数が経過した地域を中心に配水管を計画的に更新します。昨
年度に導入した「AIによる水道管路劣化診断システム」を活用し、効率良
く耐震管への更新を進めます。

２ 地震に強い耐震管に更新

主な取り組み主な取り組み

400000

500000

600000

700000700

令和11年度に料金
を増額すると仮定

支出

収入

（年度）

― 
将
来
も
安
全
な
水
を
届
け
る
た
め 

―

経
営
戦
略
を
見
直
し
ま
し
た
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　水道事業と同様に、利用者に負担していただく下水
道使用料で、下水道事業を安定的に運営できる状態を
維持することを基本とし、必要に応じて使用料の見直し
を検討します。３

　

い
つ
で
も
安
全
な
水
が
使
え

る
こ
と
。
そ
ん
な
「
当
た
り
前
」

を
守
る
た
め
、
改
定
し
た
経
営

戦
略
を
も
と
に
、
計
画
的
な
工

事
や
効
率
的
な
事
業
運
営
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
に
関
す
る
水
質
検
査
結
果
や

町
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
町
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
公
表

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
適
時
・

適
切
な
情
報
発
信
に
努
め
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
安
定
し
た

上
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す

　これまでの下水処理方法から「OD 法（オキシデーショ
ンディッチ法）」という省エネで安定した方法への変更
を進めます。併せて、施設の管理や更新をまとめて行
う 「ウォーターＰＰＰ（官民連携）」の導入も検討し、より
効率的な運営を目指します。

１ 効率的な下水処理に変更

　町が策定した「上下水道耐震化計画」に基づき、管路
の強化、マンホールの浮き上がり防止対策などを計画
的に進めます。２ 設備の災害対策を強化

上下水道事業の経営戦略や
PFOS・PFOAに関すること
詳しくは、町公式ホームページへ

下水道

　
人
口
減
少
が
進
む
中
、
上
下
水
道
事
業
は
岡

垣
町
だ
け
で
な
く
、
全
国
的
に
も
厳
し
い
経
営

環
境
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
蛇
口
を

ひ
ね
れ
ば
安
全
で
お
い
し
い
水
が
使
え
る
こ

と
や
、
安
心
し
て
下
水
道
を
利
用
で
き
る
こ
と

は
、
浄
水
場
や
処
理
施
設
、
水
道
管
な
ど
を

日
々
維
持
管
理
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
す
。

　
審
議
会
で
は
、
経
営
戦
略
に
つ
い
て
議
論
を

重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
の
経
営
状
況
に

よ
っ
て
は
、
事
業
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
が
必
要
と
な
る
場
面
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
、
安
心
し
て
使
え
る
上
下
水
道
を
将
来

の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
は
、
持
続

可
能
な
事
業
運
営
が
欠
か
せ
な
い
か
ら
で
す
。

　
上
下
水
道
は
、
住
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
大

切
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
す
。
こ
の
経
営
戦
略
を

も
と
に
、
こ
れ
か
ら
も
き
れ
い
な
水
を
未
来
に

つ
な
い
で
い
け
る
よ
う
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
考
え
、見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

INTERVIEW
　

上
下
水
道
事
業
の
経
営
戦
略
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
３
年
間
に
わ
た
っ
て
熱
心
に
審
議
し
て
い
た

だ
い
た
岡
垣
町
上
下
水
道
事
業
審
議
会
の
川
﨑
会

長
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

将
来
の
世
代
に

質
の
高
い
上
下
水
道
サ
ー
ビ
ス
を

岡垣町上下水道事業審議会

さん会長 川﨑 智寛

主な取り組み主な取り組み

暮らしを支える

のこれから水

下水道使用料の改定を検討
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